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 過酷な交通荷重作用下にある首都高速道路では，建設から長期間経過した

鋼構造物において多数の疲労損傷が発見されている．中でも鋼橋脚隅角部に

発生した疲労き裂への対応が急がれ，現在，補修・補強工事を実施中である．

本文では，角鋼（スクエアバ－，昭和 40 年前後に使用実績があるが現在は

使用されていない 1））を用いた隅角部の疲労き裂 2）に対する補修工法を，試

験施工および載荷実験によって検討した結果について報告する． 

２．補修・補強工法の概要 

 スクエアバ－を用いた隅角部の代表的な疲労き裂は図－１に示すような位

したき裂の補修・補強の手順を表－１に示す．本工法は，補強板を設置して

し，き裂除去部の応力集中を緩和するためのスカラップを成形するものであ

れる既存溶接線の端部は，疲労
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３．試験施工，載荷実験 

P 試験体 

スカラップ形状 

 検討では，交通供用下での施工を考慮し，図－２に示すような実物大試験

載荷した状態で前述の補修・補強の試験施工を行うとともに，補強前（初

後），補修後（き裂除去～スカラップ成形後）の各施工段階で活荷重載荷を想

隅角部，補強板ならびにスカラップ周辺の応力分布を計測した． 

 
 

 

 

 

 

 

 

図－２ 載荷実験および補修・補強の状況 
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図－１ スクエアバ－の疲労き裂
置に発生している．検討対象と

応力を低減した後にき裂を除去

る．またき裂除去の際に切削さ

している． 

 

強度を向上させるため予め完全溶込み（ＦＰ）化

表－１ スクエアバ－を用いた隅角部の補修・補強手順
間

スカラップ 

④ スカラップ成形 

体に，死荷重を想定した荷重を

期状態），補強後（補強板取付け

定した単調載荷実験を行って，

 

部設計課 TEL.(03) 3552-1476 



４．載荷実験結果 

図－３は隅角部直近の横梁下フランジにおける軸方向の直応力分布の実験値と FEM 解析（図－４）の結果

を示したものである．実験値と解析値はよく一致しており，補強前のフランジ両端に認められるせん断遅れ

による応力集中は，補強板の設置によって半分程度にまで低減されている．補修後の応力はスカラップ成形

位置で見かけ上小さくなるが，この減少分は補強板の応力増加によって補償されることも実験で確認された．

図－５にはスカラップ周辺に発生する応力の実測値と解析値を示す．最大応力は柱のダイアフラム側に発生

しているが位置は母材部であった．溶接部での最大応力は柱フランジとスクエアバーの接合部で生じており，

この部位に関しては溶接部のＦＰ化に加えて表面の形状整形と研磨により対処することとした． 
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５．まとめ 

 角鋼を用いた隅角

果，作用応力が小さ

による剛性低下の影

ことがわかった．今

修を進めていく予定
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